
平成２９年度全国景観会議
関東甲信越ブロック会議 報告
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■開催日
平成２９年１０月１９日（木）～２０日（金）

■会議会場
栃木県庁北別館 ４０３会議室

■現地研修会
栃木県栃木市内

■参加者（９都県）
国土交通省関東地方整備局、茨城県、群馬県、埼玉県、千葉県、
東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、栃木市、栃木県（事務局）

１ 会議概要
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２ 会議内容（１日目）

■国土交通省関東地方整備局からの情報提供
「関東における景観法の施行状況及び景観に関する最近の動き等について」

■議事
(1) 平成30年度国及び関係機関への要望事項について
(2) 景観行政全般に関する意見交換について
(3) 全国景観会議 検討事項に関する具体策の提案について
(4) 平成30・31年度全国景観会議役員及びブロック会議事務局の

確認について

■研修会（事例紹介）
「とちぎの街づくり」 栃木市 都市整備部 都市計画課

3



３ 景観行政全般に関する意見交換

議題番号 提 案 議 題

議題１ 屋外広告物条例における⾊彩基準について
議題２ 市町村の景観⾏政団体への移⾏を推進するための独⾃の⽀援制度等について
議題３ 景観まちづくり教育について
議題４ 景観計画策定に関する市町村への⽀援の取組について
議題５ 景観計画、または景観計画に類する計画、条例等の⾒直しについて

議題６ 景観計画策定の取組を進めるためのひとつの案として、簡易な景観計画の
策定事例について

議題７ 良好な景観、美しいまちなみを活⽤していくため、観光部局や⽂化財部局と
連携した取組事例の有無及びその具体的内容について

議題８ 広域的な景観形成・保全についての基本的な考え⽅について
議題９ 良好な景観形成の推進に向けた普及啓発事業の取組について 4



４ 研修会（事例紹介）①

「とちぎの街づくり」
栃木市 都市整備部 都市計画課
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４ 研修会（事例紹介）②



５ 現地研修概要 ～栃木市～

■日 時：平成２９年１０月２０日（金）9:00～14:30                    

■研修場所
(1) 栃木市 蔵の街大通り等

・とちぎ山車会館
・横山郷土館
・塚田歴史伝説館
・倭町一丁目東側商家群 ほか

(2) 嘉右衛門町伝建地区
・伯林堂薬局
・岡田記念館
・天海家 ほか 7



６ 現地研修会 ① ～栃木市～

■とちぎ山車会館

平成７年（1995）２月に開館した山車
会館。
県指定有形民俗文化財の保存も兼ねて

３台の山車を常設展示し、定期的に入れ
替えながら秋まつりを再現。
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６ 現地研修会 ② ～栃木市～

■ 横山郷土館

横山家の店舗は、切妻造りの建物で、
店舗の右半分が麻問屋、左半分が明治
33年（1900）創業の銀行。
店舗の両側には蔵が左右対称で建て

られており、軒まわりに赤レンガを
組み、災害にも対策を施した造り。
平成10年（1998）、国の登録有形

文化財に指定。

9



６ 現地研修会 ③ ～栃木市～

■ 塚田歴史伝説館

塚田家は、江戸時代後期の弘化年間
（1844～1848）から木材回漕問屋を営ん
できた豪商。

明治末期～大正期の土蔵群や住居、
離れなどが軒を連ね、巴波川沿いの
綱手道に面した黒板塀と家並みは、
平成28年（2016）に、栃木市第１号の
景観重要建造物に指定。
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６ 現地研修会 ④ ～栃木市～

■ 倭町一丁目東側商家群

倭町地区では、三枡屋本店から富士屋
まで５棟の伝統的建造物が連なり、うち
３棟が見世蔵。
近年、アーケードや面被りが撤去され

修復が行われたことにより、大通りでは
最も密度の高い伝統的町並み景観となっ
た地区。
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６ 現地研修会 ⑤ ～栃木市～

■ 嘉右衛門町伝建地区

嘉右衛門伝建地区は、栃木市の中心
市街地の北側に位置し、日光例幣使街道
に沿って敷地割りされ、江戸時代から
商家として繁栄した地区。
岡田嘉右衛門によって開発されたと

される嘉右衛門新田村が起源の地区。
平成24年（2012）、重要伝統的建造物

群保存地区に選定。
江戸時代末期から近代にかけて建築

された見世蔵・土蔵など伝統的建造物
が残っている。 天海家 （木造真壁造店舗）

12



６ 現地研修会 ⑤ ～栃木市～

■ 嘉右衛門町伝建地区
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ご清聴ありがとうございました

とちぎ蔵の街美術館
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